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以下は､                『健康の庭』 の抄訳である｡ 底本は､ 1485年
にマインツのペーター・シェファー (           ) 印刷所において刊行さ
れた初期刊行本 (インキュナブラ) で､ 1966年にミュンヘンのケープル社か
ら復刻されたファクシミリ版である：                                              (                               )                                               ｡ 後期中世ドイツ語で執





カウプ (                       ､         ) で､ 彼はこの草本図鑑の
執筆を同じくマインツ大聖堂の参事会員であるベルンハルト・フォン・ブラ
イデンバッハ (                  ､         頃) に依頼されたので
あった｡ ヴォネッケはコンラート・フォン・メーゲンベルク (                ､          ) の 『自然の書』 (              ､       ) や
『古ドイツ語版マケル』 (                   ､     頃) あるいは 『救急
症例集』 (         ､   世紀) などに代表されるドイツ語ならびにラテン
語による先行の本草書を頼りに1483年までに本書の編纂をほぼ終えていたと
考えられる｡ ところで､ この間の事情は今回訳出した ｢序章｣ にも簡単に触
れられているのだが､ ブライデンバッハは1483年に聖地巡礼の旅に出かけた
折に､ 挿絵を担当していたオランダ人版画家エルハルト・ロイビヒ (          ､    頃     頃) を同行させている｡ それは本国には成育しない様々
な植物をこの目で確かめ､ スケッチさせるためであった｡ その後､ シェファー
は完成品を1485年にフランクフルトの春の書籍市に出品している｡ この図鑑
は講評を博したようで､ 初版から５ヶ月後にはアウクスブルクのヨーハン・
シェーンスペルガー (                 ) が第二版を出版したほどで､ そ
の後版を重ね17世紀末までに60を越える版 (そのうち15編がインキュナブラ)
が確認されている｡ 『健康の庭』 は435章からなり､ その内訳は382章が薬草




入されていて､ その数は379図にのぼる｡ なお､ 書名に 『庭』 が付いている
のは､ もちろん ｢薬草園｣ を意味してのことだが､ それと並んで死や疫病な
どの外敵から守られ､ 安心して暮らせる空間､ つまり ｢エデンの園｣ のイメー
ジも含意しているであろう｡
今回は､ 興味深い記述の中から､ １. ｢序章｣､ ２. ｢第１章ヨモギ｣､ ３.
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｢第426章キツネ｣ の３章を訳出した｡ 転写は原典に可能な限り忠実に行ない､ 省略ダッシュ ( ) も忠実に再現し (                 )､ 散見される印
刷ミスと思われる綴りもそのままに残した｡ ただし､ 飾り大文字は通常の大
文字とした他､  と (上に点のない) 1は とし､  の様々な書記法も に統
一したこと､ ローマ数字前後の中点を省略するなど若干の変更をほどこした｡
また､ テキスト中の段落表示記号には便宜的に を用いた｡ なお､ 注は最小
限に留め､ 各章の日本語訳ごとに付け加えた｡
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(訳)
私は(注１)自分の周囲において､ 自然の創造主の素晴らしき技を幾度となく､
そして数多くまのあたりにしてきた｡ あのお方は､ 初めに天を創造され､ 美
しく輝く星々でそれを飾り､ それらの星々に天の下のあらゆる存在に影響を
及ぼす力をお与えになられたのである｡  そしてその次に四大(注２)をお造りに
なられた｡ 火は熱にして乾､ 空気は熱にして湿､ 水は冷にして湿､ 土は乾に
して冷というように､ それらがすべての存在に各自の性質を付与しているの




下のあらゆる存在は､ 各自の性質を星から､ そして星を通して受け取り､ 持
ち続けているのだ｡  それはまた､ 先に述べた四大の中で生まれ､ 成長し､
生存するすべてのもの､ あるいは空に舞う生き物すべてにおいても同様に見
て取れる｡ 鉱石であれ岩石であれ､ 植物であれ動物であれ､ 四大の性質､ つ
まり熱､ 冷､ 湿､ 乾が混合してできあがっているからである｡ さらにまた覚
えておくべきは､ 先述の四大が､ 人体の中においても､ 人間の生活や性質に
相応しい一定の度合いにより配合されていることである｡ そのような一定の










り､ あるいは､ 体にはよいが､ 正しい量や時間に摂取しなかったりすること
などがその理由として挙げられる｡ 確かに､ 一定の度合いの四大から逸脱し
たり､ 人間が病気になったりすることの原因は､ 木の葉や海の砂粒の数ほど































画家 (注５) を同伴させたのである｡ そのようにして我々は､ ドイツ諸国を後に
し､ イタリア､ オーストリア､ スロベニアあるいはヴェンド人の国々､ すな
わちクロアチア､ アルバニア､ ダルマチアと旅を続けたのであった｡ その後


















さらには芳香植物､  ゴムの木､  果実の種と根､  宝石､ 動物並びにそれ
らに由来し薬として役立つすべてのものについて述べられている｡  第４部
は､ 尿の色とその意味に関しての解説である｡  そして最後の第５部は､ 人
間のすべての疾患と病気にはどんなものがあるかをすぐに見つけることので
きる索引となっている｡  さあ､ 汝気高く美しい庭よ､ 遠くのすべての国々
まで出かけて行くがよい｡ 健康な人には喜びとなり､ 病める人には慰め､ 希







(１) ｢私｣ とはマインツ大聖堂の参事会員であるベルンハルト・フォン・ブライデンバッハ (                           頃) のことである｡
(２) ｢四大｣ とは､ 本文中の説明にもあるように､ この世の存在物を構成する ｢地・水・火・空
気｣ の４元素のこと｡ 四大はさらに ｢熱・冷・湿・乾｣ の４因子の組み合わせからなる｡
(３) マインツの医師ヨーハネス・ヴォネッケ・フォン・カウプ(                       ､        ) のこと｡
(４) ガレノス (129 199頃) ：ギリシャの医学者､ ルネサンスに到るまで西洋医学の権威｡ アヴィ
センナ (980 1037) ：アラブの哲学者・医学者｡ セラピオン (2世紀頃) ：ギリシャの医学者
のことか｡ ディオスコリデス (40頃 90頃) ：ギリシャの医学者､ 『薬物誌』 (            ) は1500年にわたり西洋薬草学の古典｡ パンデクタ：不詳｡ プラテアーリウス (マテ
ウス・プラテアーリスス､ 12世紀中頃) ：イタリアの医学者､ 『救急症例集』 (         )
の著者とされる｡
(５) オランダ人版画家エルハルト・ロイビヒ (          ､ オランダ名            頃 
1500頃) のこと｡
２. ｢第１章 ヨモギ｣                                                 [･･･]                                
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な権威たちは､ 我々にこの草について説明し､ ヨモギとは草の一種で､ 葉の
幅がより広いことを除けば､ 形状はニガヨモギやセロリに似ていると述べて






ている｡  イシドールは 『語源学』(注２) と呼ばれる著作のなかで､ アルテミシ
アと呼ばれるヨモギは草で､ 異教徒たちの間ではディアーナとして崇拝され､
またそのようにも呼ばれていた､ と述べている｡ というのも､ 女神ディアー
ナは､ ギリシャのアルテミスに相当するからである｡  プラテアーリウスは
この葉の熱と乾の度合いは第３段階 (注３) だとしている｡ 薬として用いられる












章で､ ヨモギを用いる人には毒や魔法が効かないと述べている｡ また､ 動物
に噛まれても､ それが罪を犯した獣でない限り､ 害を被ることはないという｡ さらにヨモギを家の中に持っている人に､ 悪魔は手出しができない｡ また､
ヨモギの根を首に巻いておけば､ 毒のある動物も危害を加えることはできな
い｡ 仮に有毒な動物に危害を加えられても､ ヨモギのエキスを飲みさえすれ
ば､ 直ちに回復するという｡  りっぱな権威たちは口をそろえて､ ヨモギが
二種類ある場合には､ 一方は赤くて茎がなく､ 他方は白い色をしていると述
べている｡  生理を長らく待っている女性は､ 赤いヨモギの葉をワインで煮
てそれを飲むとよい｡ だが､ 生理があまりに長く続くようであれば､ 白いヨ
モギの葉をワインで煮て､ それを使うとよい｡ そうすれば､ たちどころに生
理は過ぎ去ることだろう｡  またさらに､ ヨモギはワインと共に用いると､
尿の出を良くする｡  ディオスコリデスによると､ ヨモギは､ それを粉にし､
その粉にパセリと水を混ぜたものを飲むと､ 結石にとてもよく効きという｡ ワインで煮たヨモギを飲むと､ 腫瘍であれ､ それ以外のものであれ､ 子ど
もを生んだ女性において長引くあらゆる病を追い出してくれる｡  ヨモギを




も大変よく効くという｡  大家のプリニウスは､ 第25巻の ｢ヨモギ｣ の説明
の中で､ ヨモギはかつてはパルテニスと呼ばれていて､ それには２種類ある
とする｡ 一方は葉が広く､ 他方は葉が薄く小さいが､ 両者ともその性質と効



























３. ｢第426章 キツネ｣                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
荻野蔵平､ バウアー・トビアス180





























プリニウス 『プリニウスの博物誌』 全３巻､ 中野定雄他訳､ 雄山閣出版､ 1986年｡
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(付記)
本稿は､ 平成19年度科学研究費補助金・基盤研究 (Ｃ) の研究課題 ｢15・16世紀ドイツ本草書の
ヨーロッパ諸国への影響について｣ (課題研究番号18520234､ 研究代表者：荻野蔵平) の成果の一
部である｡
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